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はじめに
図1;『 イ ー ジー ラ イダ ー 』
1969年に全世界 で公開 された映画 「イー ジー ・ライ
ダ ー』 は,バ イカー(バ イ ク乗 り)の イメー ジを決定
づ けた映画 と して有名で あるi。アメ リカ ン ・ニ ュー シ
ネ マ特 有 のア ンチ ・ヒー ロー像 に重 ねあわ され,バ イ
カーは暴走 族か ら旅人 とな り,無 軌道 な暴力 は,自 由
へ の抵抗 とな った。 これ に より,こ の映画 は ア ンチ ・







メディアやファッションに眼を転ずれば,男 性に秘め られたワイル ドさを,あ るいはワルぶっ
た女性の可愛 らしさを強調するモー ドとして流通 しているのが見て取れる(図2・3)3。ここ
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にはヴァナキュラーな集団のなかで生まれた特異な製品受容やイメー
ジが多様な関係構造に支え られつつ一般化 していると同時に,消 費
者にとって取捨選択的に存在す る一種の自己実現のアイテムと化 し
ている状況が浮かび上がっている。 このようにモノ(デ ザイン)の







マイズについては,デ ザイ ン研究 というよりも,む しろカルチュラ








て概観す る。次 に第二章では,そ の普及を支えたアフターマーケッ
トJそ してハーレーダビッドソン社,日 本のメーカーに注目し,そ
れぞれのいかなる関係がChopperを支えているのかを検討する。









リテ ィ ー とChopper
の混合 イメ ージで人気
のファッシ ョンブ ラン
ドで ある(写 真 はモデ





つか概観 してみると,あ る程度共通 した認識が見て取れる。その最大公約数的定義 として,
WEBサ イ トの百科事典であるWikipedia(ウィキペデ ィア)を 参照する。
Chopperとは過激 にカスタマイズされたモー ターサ イクルであ り,1969年の映画 「イー
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ジー ・ライ ダー』で見 られるハー レーダ ビッドソ ンが典型的な例 である。今 日のカスタム ・
モー ターサイ クル の多 くはChopperの意 味 を誤用 してい る。今 日Chopperとして扱わ
れて いるカスタム ・モーターサイ クル は,(通 常 クロー ム ・メ ッキが施 された)装 飾物や
金属部品が付加 されて いる。元 々のChopperにおける改造 が性 能面 に基 づ くもので あっ
たの に対 して,こ れ らは美的要求 を満足 させ るため に付加 された ものである。6




5)。オ リジナルは,エ ンジン ・ヘ ッ ドカバーの形状か ら
「パン(フ ライパ ン)ヘ ッド」と呼ばれているもので,1948
年か ら1965年まで製造されていたFLと いうモデルである。
両者を外見から比較すると,完 全 に車体構造が変化 してお
り,ほ とんど別の部品によって組み上げられているのがわ
かる。
次 に後半の定義をみると,改 造 目的が,次 第に性能重視




に見てゆ く。 まず戦後か ら1950年代にかけて,フ ェンダー
やエギゾース トマフラー,フ ロントブレーキ,モ ール類や
風防を除去 したハーレーダビッドソンが現れる(図6)。次
に1960年代になると,ハ ンドルとマフラー,ガ ソリンタン
ク,さ らにフロン トフォークやホイール,タ イヤが交換 さ





造の変化へ と段階的に移行す る過程が理解で きる。特 に
図4;1951年型FL(パ ンヘ ッ ド)
図5:Pイ ー ジー ・ラ イ ダ ー亅 のChopper








では,上 述 の推察の下に改造の変遷を検証 してみたい。
図8;19ア0年代 のスタイル
まず,そ もそ もの改造の始まりについて説明しておきたい7。第二次大戦中ヨーロッパ戦線に
赴任 していた兵士達は,戦地で軍用車に使用 していたハーレーダビッドソンを戦後アウ トドア ・




元々イギ リスの若者がレース競技を真似て行っていたものだが,それを戦地で彼 らと交流 して
いたアメ リカ兵が国内に持ち込んだという説がある。
カフェ ・レースに使用されるイギリスのモーターサイクルは,レ ースを目的 として開発され





イギ リス車 と同等の走行性能を求めたハー レーダビッドソンの改造が,「Bob-jobs(短くカッ
トする)」あるいは 「Bobber」と呼ばれた初期の改造である。
しか し1930年代か ら盛んに行われていたダー トトラックや ヒル ・クライムと呼ばれる未舗










c.1960年代 ～70年代:改 造 の自己目的化
おれたちはパ ーツやアクセサ リーをで きるだ けす くな くして,ス ムーズ に走 るバイクをデ
ザイ ンし,つ くりあげた。 チ ョッパーは,ス ピー ド,ル ックス,そ して究極 の乗 り心地 の
悪 さを求 めて,よ けいな ものをそ ぎ落 と した結果の産物 だ。納得で きる ものが完成 すれば,
乗 りやす い とはいえないが,す くな くとも じつに クールに見え た。それは,見 た目を意識
したひ とつの乗 り方 とな った。8
ラル フ ・"サ ニー"・ バー ジャー,元 ヘルス ・エ ンジェルス ・オー クラ ン ド支部長
Bobberから次 の段 階への実質 的な変化 は,現 在確認す る
限 り1950年代 末か ら60年代 にかけて生 じてい る。 図10は,
ア メ リカ西海岸 を中心 とす る暴走族,ヘ ルス ・エ ンジェル
スの ラル フ ・"サ ニー"・ バー ジ ャーが1959年に所有 して
いたハ ー レー ダ ビ ッ ドソンで ある。 彼 に よれ ば,ハ ン ドル
は50年代の フォー マイカのパ イプ椅子か ら,タ ンクやフ ェ








年代か ら頻繁 に見ることができるが,同 時に,タ イヤとホイールを
別車種の ものに交換 し,場合 によってはフロン トブレーキを除去 し
たものも見受けられる。スプリング式ではないXLシ リーズのフォー
クを溶接 して延長するケースもあるi°。
ところで彼の一連の換装は,言 及を読む限 り改造がスタイ リング













一方で,コ ーナリング時における低速でのハ ン ドル操作に
対 しては,復 元モメン トがハン ドルの操舵性に影響を与え
るため,曲 がりにくさ,ハ ンドルの重 さといった欠点となっ
図12:トレールとキャスタ角










クを延長 し,それに伴 い トレールの値が大きくな りすぎる
と,今 度は走行中にシミー現象が生 じる。 これは前輪操舵
系 と後部車体系の振動特性,タ イヤ特性がアンバランスに
なることによって起きる車体の共振現象で,ハ ン ドルの急
激なね じれを引き起 こすis。トレールは,ス テアリング軸 と
ホイール軸 との距離(ス テア リングオ フセ ット)や 角度
(キャスタ角)に よって変動するため,例えばフロントフォー
クを支持す る トリプルツリーの加工 によってある程度調整
できる(図13)。しか しそうした調整にも限度があるので,
最終的にはフォークの支持部,つ まりフレームを上方へ延





図14:延長 フレーム とフォー クの組み合わ
せ による車体構造。フ レー厶の延長





改造の目的がむ しろスタイリング本位へ と転換 していることに他な らない。 まとめると,
Chopperの定型とされる構造改変型の 「イージー ・ライダー』 スタイルは,1960年代後半よ






して成立させたものは何だろうか。 もちろん冒頭に述べたような映画 「イージー ・ライダー』
などのメディアの影響 も大いに考えられる。だがこの部分は別に重要な問題を孕んでいると思






換装がそれにあたる。 しかし1960年代半ばか ら,改造を商売として行 うカスタム ・ビルダー
と呼ばれる職人が現れ,改造用部品の製作販売を行うようになる。その先駆として知られてい









心 とした西海岸地域 に集中して開業 している。1970年ごろ 図15:℃andyWagoバ(1966)
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に もな る と 「Chopperパーツ メーカー は,ま っと うな,非 常 に成功 した ビジネスマ ンに変貌
して いた」19とい う。 したが って1960年代後半 にChopperを専門 に扱 うアフ ター マーケ ッ ト
が萌芽 し,1970年代前半 には一定 の規模 に成長 していた と推 察 され る。
この市場の成長を後押 ししたものとして,規 格化 された
部品の大量流通が考えられる。先にも述べたように換装用
部品の生産はアフターマーケ ットの萌芽と共に開始されて
いた。 だが規格化と大量流通 という意味では,例 えば1967
年にAEE社(AutomaticElectricalEngineering)が販
売 した 「DoltYourselfChopperKIT」のような,フ レー
ムやフロ ントフォーク等Chopperに必要な複数の部品をま









して人気 のあ った車 種のキ ッ トも用意 されて いる(図17)。オイル ショック以後 の70年代前半
は,モ ー ターサイクル市場が拡大 し,ホ ンダを筆頭 とす る日本車の市場 シェアが飛躍 的に拡大
した時期 で もあ り,こ れ らの車 種に対応す る部品の需要 も多か った ことが うかがわれ る。
この普及 と並 行 して,カ スタム ・ビルダーが発行人 とな ったChopperの専門誌が発行 され
て いるこ とも見逃せ ない。1967年の 『ChoppersMagazine』,1969年『StreetChopper』,
1971年『Easyriders』な どをは じめ,現 在確認で きる範 囲では,70年代 までに数十 種類発行
されてい るようであ る。 これ らの雑誌 ではカスタム ・ビルダーの手掛 けた車両 の紹介や,カ ス
タム ・シ ョーの レポー ト,改 造 に関す る技 術情報が掲載 されて いる(図18)2°。 またJammer
CycleProducts社『JammerHandbook」
(1970～)のような改造部品のカタログで
は,膨 大な改造部品の リス トに加え,改
造 に関するメカニズムや,注 意すべきポ
イン トな どが図解 されてお り,自 社が製









ターマーケ ットはDIYキットをはじめ容易に取 りつけ可能な改造部品を大量 に供給 し,多様
な車種に対するカスタマイズを可能 としていた。 これは消費者にとって,ハ ーレーダビッドソ
ンや トライアンフ,ホ ンダCBな ど多様な車種を自分の手でChopperに改造 して乗るといっ









努力 し,今こそカスタムムーブメントに積極的に参加 していく時だと感 じていた。そこで
私は実験的に,後 にスーパーグライ ドモデル となる車両のモックアップを作った。その後




1971年にハーレーダビッ ドソン社(以 下ハー レー社 と略す)は,そ れまでのライ ンナップ
に加えて,新 たにFXス ーパーグライ ドを発表する。 これはハーレー社におけるChopperス
タイルの嚆矢 として語 られているモデルである。以後,1977年のFXSロ ーライダー,1980
FXWGワ イ ドグライ ド,1984FXSTソフテイルへ と継承 され,今 日の主力ラインナップを
形成 している(図19)。これ らは 「ファク トリー ・カスタム」 と呼ばれ,他 のシリーズの構成
部品を組み合わせて新 しいスタイルを生み出すという,Chopperの改造方法を踏襲 した もの
である。例えば1971年のスーパーグライ ドは,FLの ボディにXLス ポーツスターのフロン
ト部分を移植 したもので,前 章における1960年代の改造方法を踏襲 している。 ここではこう
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したハ ー レー社 によるChopperの取 り込 み
がChopperに与 え た意 味 につ い て考 え た
い23。
1969年ハ ー レー社 は,機 械工 業の コング
ロ マ リ ッ トで あ るAMF社(American
MachineandFoundryCompany)に買
収 され る。 輸入車 の趨 勢 に対 抗 できず経 営
難 に陥 って いた状況を挽回 したい とい うハー
レー社の思 惑 と,市 場 占有率 は12～16%で
あ る もの の利 益率 と顧客 満足 度の高 いパ ー
図is:左上か ら時計回 りに,1971FX,1977FXS,1980FXWG,1984
FXST
レーダビッドソンの増産を図 りさらなる収益を期待す るというAMF社 の思惑とが一致 した
買収であった。AMF傘 下となったハーレー社の最初の使命は,生産設備の刷新による増産と
新車の開発,そ してその受 け皿 としての市場開拓であった。 この使命 において,拡 大す る
Chopperのアフターマーケットは自社に利益を還元 しない不当な市場である反面,上 手 く取
り込めば落 ち込んだ収益を回復させる魅力的な市場 と映ったはずである。ここから考えて,当





車両の増産を決定 したAMF社 は,1973年に最終組み立てを旧来の ミルウォーキー工場で
はなく,AMF社 の遊休軍需工場であったヨーク工場へと移 し,大規模な生産ラインを投入 し
た。これによりそれまでの年産1万5千 台ペースから5万台ペースの増産体制が可能 となった。
実際にFXシ リーズの生産台数の推移を見てみたい3」。初年度(1971)は4,700台であったが,
以降徐々に増加 し1979年には26,329台を記録 している。 また自社製品比率で見 ると1971年か
ら1975年までは19～30%,1976から1980年は37～53%となっており70年代後半にFXシ リー
ズへの依存率が高 くなる。特に1979年以降は50%台で定着 し,FXシ リーズがハーレー製品の
中心的セグメントとなっていることがわかる。
自らChopperに乗 っていた経験のあるデザイン研究家,ア ンナ ・マ ッセイによれば,
Chopperの本質 とは 「プロの手をできるだけ借 りずに,自分 自身の手で個性的な対象を創造
すること」zsであるという。とすれば,あ くまでChopperとは改造という行為に価値のおかれ
たスタイルであって,FXシ リーズのように,は じめから完成 している車両がアフターマーケッ
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年 に対米輸出モデル として既存のXS650を基にXS650SPを開発す る。 まだこの時点では,
従来モデルのハ ンドル とシー トをChopper風にアレンジした程度で,ハ ーレー製品との共通
点は見出 しにくい(図20)。しかし1981年に発表されたヤマハXV750SPを見ると,ハ ンドル
部分を頂点とする三角形の車体構造を持ちChopperスタイルに近づ くのだが,それ以上にハー
レー製品 と同じV型二気筒のエ ンジンが搭載されている点で,明 らかに同社を意識しているこ
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とがわかる(図21)。さらに1983年の同XVビ ラーゴシリー
ズを見ると,完 全にFXシ リーズのスタイルを踏襲 してい
ることが明確に確認できる(図22)。他メーカーにおいて も,
1970年代末よ りアメ リカンタイプが輸出用に生産 され,80
年代 に入 るとハー レーダビッドソンのFXシ リーズに酷似
したモデルを発表するようになる。






本的な設計 にも古 さが 目立つハー レー製品を模倣する必要
はない。例 えば高性能な並列四気筒エンジンがChopperの
改造車両 として珍 しくもな くなった70年代後半に,わ ざわ
ざ性能の劣 るV型二気筒エンジンにする必然性はな く,高
性能なメカニズムをChopperのスタイルによって仕上げれ
ばよい。 にもかかわ らずハー レーダ ビッドソンに依存 して
ゆく状況は,Chopperが多車種を包括する汎用的なスタイ














ハー レー社による認証を通 じて,Chopperがモーターサイクルのスタイルとして定型化 して
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ゆ く経 緯 を 明 ら か に した 。 さ ら に ハ ー レ ー ダ ビ ッ ドソ ン と い う ブ ラ ン ドが,Chopperの イ メ ー
ジ の 中 心 に 存 在 し,Chopperを 支 え て い る こ と を 示 唆 した 。
総 合 す れ ば,Chopperに み る モ ー タ ー サ イ ク ル の カ ス タ マ イ ズ は,サ ブ カ ル チ ャ ー が 前 提
と す る よ う な 個 別 偏 在 的 な 文 化 圏 の 内 部 で 完 結 す る の で は な く,大 衆 文 化 や 市 場 経 済 と の 相 補
的 な 関 係 の 下 に 秩 序 づ け ら れ た 意 味 や 価 値 の 中 に 存 在 して い る。 そ う した 構 造 がChopperを
一 つ の パ ブ リ ッ ク な デ ザ イ ン と して 成 立 さ せ た の で あ る
。 こ れ を 一 種 の 開 か れ と 見 る な ら ば,
そ こ に 消 費 者 に よ る リ ・デ ザ イ ンの 可 能 性 を 見 る こ と も で き よ う。 た だ し,消 費 者 側 の 創 造 性
に つ い て は,あ ら か じ め 与 え られ た 規 則 や 様 式 の 断 片 を ル ー ル どお り に 組 み 合 わ せ て 個 性 化 を
果 た す 今 日 の 消 費 文 化 そ の もの の 姿 も見 て 取 れ る た め,慎 重 な 検 討 が 必 要 で あ る29。
今 後 こ う した 課 題 の 下 に,映 画 や 音 楽,雑 誌 媒 体 な ど の メ デ ィ ア や フ ァ ッ シ ョ ン と の 関 係,
地 域 ご と の モ ー タ ー サ イ ク ル 文 化 や 価 値 観 と の 比 較 な ど,そ の 多 様 性 や 地 理 的 位 相 を 踏 ま え つ
つ 多 角 的 に検 討 し て ゆ き た い と 思 う。
図 版
図1:WillieG.DavidsonIOOyearsofHarleyI)aaidson,日本語 版 ネ コパ ブ リッ シ ン グ2003
図2:ブ ロ ッ ク ・イエ イ ツ 『ハ ー レー ダ ビ ッ ドソ ン伝 説 』,早 川 書房,2001
図3:www.motoblo9.it
図4:WillieG.Davidson前掲













図18:前 掲WEBサ イ トBADMAG
図19:ハ ー レー ダ ビ ッ ドソ ン社 のWEBサ イ トwww.harley-davidson.com
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図20:www.moto-deal.com
図21:ヤ マ ハ 発動 機 のWEBサ イ トwww.21yamaha.com
図22:同
註
1原 題:EASYRIDER(1969・米)製 作 ・脚 本:ピ ー タ ー ・フ ォ ンダ 監督 ・脚 本:デ ニ ス ・ホ ッパ ー
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60年代 の イギ リスに お け る イ タ リア製 ス クー ター を め ぐる文 化 的 諸 相 につ い て 考 察 した もの で あ る が,
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局 面 に お い て どの よ うな 影 響 や 拡 が りを 生 み 出 し た か に つ い て は触 れ て い な い(DickHebdige,
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